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站

十

ー

猞

(

一
三
五
八

)

雜

錄
佛
國
人
口
の
將
來 

ら
れ
し
も
の
、
中
に
は

®

人

?:
し

て

抱

腹

絕

倒

せ

し

む
 

る

妙

案

少

か

ら

ず

、
又

，
、

同

國

政

府

其

*

に

あ

も

て

も 

「

ソ

<

フ
ッ
ク
、
ル

ー

ソ

ー」

の

如

&

は
千
九
百
一
ー
年
を
以 

.
て

人

ロ

間

題

に

關

ず

る

委

員

會

を

組

.織

せ

じ

も

、

其

經
 

费

の

都

合

.に

'て

1

時

中

.1
]
:す

る

、に

.至

れ

り

、

其

後

千

九
 

百
七
年
に
至
ぅ
出
產
數
ょ
り
も
死
亡
數
多
に
驚
き
し

I  

當

時

の

佛

國

政

府

は

觅

に

本

委

員

會

を

復

活

せ

し

も

何
 

等

具

體

的

の

解

決

案

に

接

せ

す

、
.而

し

て

！面
、

「

ル
ー 

口
ア
、ボ
リ
ユ
ー

」

の

* |
き

は

此

解

決

策

.ビ
1 1
]

家

と

を

連

\ 

.結

し

.て

、

將

來

佛

國

政

府

は

勿

論

、

地

方

自

治

體

の

官
 

公

斑

に

至

る

迄

、

少

^

u

も

三

人

以

上

の

子

供

を

有

す

一
 

.
ゐ

も

の

を

以

て

.任

命

す

る

こ

^
.
、

即

ち

公

職

を

以

て

此

一
 

|
1題

の

‘
»
決

5 :
な

す

こ

と

は

人

ロ

間

趟

に

對

し

最

も

好
 

個

の

影

響

を

與

ふ

可

し

と

云

ふ

に

あ

次

ぎ

に

彼

れ

. 

が

第

一一'の
策

と

し

て
論

せ

し

處

.は

兒

童

の

出

産

數

に

對

一
 

し

て

獎

励

金

を

附

與

す

可

し

V
J

云

ふ

に

あ

り

、

即

ち

彼 

の

論

ず

る

處

に

ょ

れ

ば

#

國

の
®
«

は

商

船

や

麻

栽

培
 

や

"

獄

糸

や

坶

匹

の

保

謎

獎

_

の

爲

め

に

少

か

ら

ざ

る 

資

金

を

投

焓

る

に

對

し

て

、

獨

b

之
れ
が
人
口
增
加
に 

對

す

る

獎

1 »
資

金

を

除

外

す

る

こ

V」

な

か

る

可

し

、

斯

站
十
號
.

一

〇
_八

く
て
彼
れ
は
®
三
子
以
上
の
出
生
に
對
し
て
は
谷
免
出 

生
每
に
其
家
辑
の
貧
富
を
論
勢
ず
、
一1

年
間
に
'五
百
法 

を
支
給
し
；、
年
に
出
4:
«
を
|ー一
 
十
萬
乃
至
一
一一

十
五
萬VJ 

見
職
り
て
一
億
五
千
萬
乃
至
ニ
#
七
千
五
百
萬
法
を
豫 

箅
上
に
計
上
す
可
き>」

V
J

を
以
て
せ
b
、
以
上
の
訃
喪 

に
對
し
て「

ベ
が
チ
ロ
ン」

の
如
き
は
出
生
者
を
多
數
有 

す
る
家
庭
を
し
て
祖
稅
0
如
き
國
家
的
義
務
を
輕
減
せ 

し
め
年
*
し
く
し
て
父
た
る
地
位
に
あ
る
も
の
は
之
れ 

が
典
役
の
年
間
を
短
縮
し
、
兒
荒
多
&
寒
婦
は
國
家
之 

れ
が
生
訐
を
補
助
し
新「

マ
ル
ナ
ス」

主
義
を
信
奉
す
る 

家

庭

は|

朝
其
相
續
者
に
別
繼
ぐ
場
合
に
於
て
高
率
の 

相
續
稅
を
課
す
可
す
こV

J

を
以
て
せ
ぅ
、
又
た
獨
逸
の 

有
名
な
る
歷
史
家
に
-し
て
今
は
故
人
た
る「

ヵ
ー
ル
、
ラ 

ン
ブ
レ
ヒ
ト

」

の
如
き
は
之
れ
が
救
濟
策
の
重
要
な
る
要 

素V
J

し
て
國
民
の
自
己
修
養
殊
に
宗
敎
的
信
念
の
復
活 

を
以
て
せ
-
^
之
れ
を
要
す
る
に
將
來
に
於
け
る
佛
國 

人
口
の
增
加
は
興
根
本
的
動
機
を
國
JS
の
精
神
的
改
造 

に
俟
た
ざ
る
可
か
ら
ず
。
然
か
も
戰
後
の
物
®
騰
貴
即 

ち
生
活
難
i
多
產
主
義
€
が
染
し
て
調
.和
し
得
可
き
や 

M

戰
後
の
怫
國
にV

J

り
て
最
も
興
味
あ
る
間
®

7̂
る
を 

失
は
ざ
る
な
b
-o

北
米
合
衆
國
の
通
貨
制
度

宅

@!

.
毁

顼

'

>
合

衆

國

の

碰

货

の

秫

鉍

及

流

‘姐
岛 

ニ
、
合
衆
國
の
貨
幣(

砚
貨)

'

H
、
合
衆
_
の
政
府
紙
幣(

以
上
本
號)

四
、
鈒
行
券

五
、
聯
邦
準
備
紙
幣

ハ
>

合
衆

m
通
货.
制度
の

將

來

米
國
の
貨
幣
制
度
及
紙
幣
發
行
制
度
は
ヽ
.
其
の
®
雜 

に
し
て
且
«
類
の
多
機
な
る
他
國
に
多
く
例
を
見
ざ
る 

所
に
し
て
、
殊

に一

九
ー
四
年
以
來
實
施
せ
る
新
鈒
行 

法

に

依

M

s

一
種
.の
紙
幣
を
加
へ
.益
々
祓
雜
を
增 

し
た
る
が
如
し
。
3
れ
ば
合
衆
國
通
貨
制
度
の
全
般
に 

涉
6
て
之
を
群
說
す
る
が
如
き
は
固
ょ
り
容
易
の
業
に 

非
ざ
る
ベ
く
、
妓
に
ば
其
现
在
流
逋
せ
る
十
秫
の
通
貨

を
*
?#V」

し
て
其
大
耍
を
紹
介
す
る
に
.止
.め
ん
と
す
。

I
、

5

翁
の
種
雛
及
流
通
高
：
 

今
日
.北

米

合

衆

國

に

流

通

せ

る

通

.«
の

糖

類

は

金

货
 

金
證
券
、
本
位
銀
貨
.、
銀
證
券
、
補
助
龈
貨
ヽ
一
八
九 

〇
年
大
藏
省
紙
幣
、
合
衆
國
紙
幣
、
聯
邦
準
備
紙
幣
、
 

準
備
銀
行
券
'及
國
立
龈
行
凝
の
十
®
に
し
て
、
同
國
大 

藏
潘
月
報
に
侬
れ
ば
本
年
八
月|

H
に
於
け
る
此
等
#
 

純
通
貨
の
流
通
高
は
左
の
如
し
。

.

種

nn’

金 

货 

金

證

券
 

本

位

鈒

貨
 

銀

歌

券

.

補

助

銀

货
 

太
跋
翁
紙
幣 

合
衆
國
紙
幣 

職
邦
準
侦
紙
粮

' 

'準
備
銀
行
券 

回
立
鈒
行
麥 

合

.
-nf

出
ハ
他
妇
鋼
货
及
銅
货

G
o
l
d

 C
o
i
n

c
o
l
d 

certific?vte 

一
 

S
t
a
n
d
a
r
d

 silver 

Dollars 

c/ilver. 

cn>
-
r
t
i
fj
)
c
p
t
e

 

•
 

sabsidiarvv silver 

.
 

T
r
e
a
s
u
r
y 

notes 

0
叫 

Joo
o
o 

united, states, notes 

■
Federal. R

e
s
e
r
v
e

 .notes 

R
e
s
e
r
v
e

cr
p0
!̂notes 

National, .bank.

tt
o
cv
e
s四

、

 ̂
M

.
、-M

七
四
八
、1

pi
!
T八 

、
七
三
六
、九
六
六 

七

I

、
八

一

〇 

四
三
七
、
四
八
八 

1

九
四
、
九
七
a ?
,

1

、九
五
九 

三
三
六
、
一
三
四 

五
八
ー
、
一
六
六 

1
ニ
、
六
ニ
九 

六
九
四
"
八
〇
五
. 

A
五
一
一
、
〇

八

四
 

恭

千

第

十一

翁

(

一
三
：九九

)

雜
錄
北
米
侖
衆
國
の
撖
货
削
堞

號

i
〇
九



i 热掷嚮^ ^ ^ ^

浓
十

5

 

(
一

三
六
〇

)

雜

北
米
合
衆
國
の
撖
货
制
苽

资"TS5

〇

而
し
て
右

十
秫
の
通
貨
の
巾

硬
貨
.に
®
す
Vへ
き
も
の 

は
、
金
貨
ヽ
太
位
銀
貨
、
補
助
銀
貨
、
及
び
其
他
の
補 

助
貨
幣
に
し
て
、
殘
り
の
七
秫
ば
全
部
紙
幣
に
厕
し
、 

且
準
備
銀
行
券
及
國
立
銀
行
券
の1

1

純
は
其
紙
幣
上
の 

責
任
各
發
行
の
銀
行
に
存
し
純
然
た
る
兌
換
銀
行
券
な 

る
も
其
他
の
五
秫
は
觉
換
の
責
任
㈣
^
に
f

て
全
く 

政
府
紙
幣
た
る
の
性
質
を
有
す
。
故
に
合
衆
國
の
通
貨 

は
左
の
三
種
に
大
別
す
る
こ
と
を
得
べ
く
、
以
下
順
次 

各
嗔
目
に
就
て
說
く
所
あ
る
、べ
し
。
.

货
幣
-

-
金
货
、
木

位

銀

货

、
郁

助

銀

©

、

丨
丨
金
證
券
、
銀
離
#
、
火
戤
贫
紙
幣
、
合
衆
^
 

i i
邓
举
撕
紙
幣
、

紙
幣j

紙
幣
、

i

s

丨—

埤

備
鈒
-f
r
券
、
國
立
銳
行
券

U
、

貨

幣

 

今
日
に
於
け
る
合
衆
國
の
貨
幣
制
度
は
一
方
に
本
位 

鈒
貨
稆
す
る
も
、
其
鑄
造
は
廢
止
せ
さ
れ
流
通
高
に
制 

限
.あ
れ
ば
琪
實
に
於
„て
金
を
惯
格
の
m
位
と
す
る
金
貨 

本
位
制
度
な
り
と
獬
す
る
を
得
べ
し
。
合
衆
»'
が
今
日

の
如
く
金
貨
本
位
制
度
を
形
成
す
る
に
至
る
迄
に
は
幾 

多
の
波
侧
を
經
來
り
し
も
の
に
し
て
、
合
衆
國
§

制 

度
の
現
^
を
明
か
に
す
る
豸
め
其
變
遯
の
大
要
を
述
べ 

置
く
べ
し
。
合
衆
國
貨
幣
法
の
制
定
は
ニ
七
九
ニ
年
の 

昔
に
存
し
、
最
初
金
銀
兩
本
位
制
を
採
^
し

.、
當

時

の

金
 

鈒
市
價
を
標
準
と
し
て
貨
幣
量
目
を
定
め
、
金
貨
一
弗 

は
純
金
一1

四
。七
五
ダ
レ
丨
ン
銀
貨
一
典
は
純
銀
三
七
。

一1

S
グ
レー

ン
の
^
日
を
有
せ
し
む
る
こ
ヾ
し 
> 
し
、
即 

ち
金
銀
の
儿
t
を

15 :
1

と
*
し
^
卜
。
然
る
に
*

^
 

貨
幣
を
鑛
造
せ
ざ
る
に
先
ち
、
金
の
價
格
騰
貴
じ
銀
と 

1
5

咖

：1

の
此
®

の
割
合
ビ
な
る
に
；生
り
し
か
ば
何
人 

も
金
貨
の
鎢
造
を
請
求
す
る
潘
な
く
龈
貨
の
み
市
場
に
. 

流
®
せ
ぅ
。
故

に

i

七
九
ニ
年
の
貨
幣
法
は
金
銀
雨
本 

位
制
を
採
ぅ
し
に
。
實
際
に
於
て
は
銀
單
本
位
ど
同
欉 

の
結
果
に
陷
れ
り
。
其
後1

八
Q
六

年1

時
銀
貨
の
鋳 

^
を
停
止
し
專
ら
舞
«
券
の
流
5 1

を
^
た
り
し
ヵj

八 

三
四
年
の
貨
幣
法
，に
於
て
ば
金
貨
の
流
®
を
回
®
す
る 

に
意
：を
用
ゐ
、
十
弗
金
貨
の
.純
最
目
を
1

一
三 

一j

グ
レ
!

AI
P

園
I
1M

m

1
I.Ii

IIi

ン
に
改
め
、
尋

でj

八
三
七
年
品
位
をO

九V」

し
、純
：
 

量
目
を
ニ
三
ニ
.
* ニ
グ—

レ
ー
ン
.

v
j

し
、
銀
に
對
す
る
比 

便

を
S

“1(

精
確
に
言
へ
ば
1
5
.
1ユ)

ど
定
め
た
り 

し
が
、當
時
市
場
に
於
け
る
金
飯
此
價
は
恰
も
1
5
.
7
3
:
1 

の
割
合
に
栩
當
せ
し
か
ば
、
從
來
の
貨
胳
法
と
異
に
し 

て
銀
は
貨
幣
た
る
ょ
ぅ
も
鈒
塊
ビ
し
て
賣
ら
る
、
の
利 

益
と
な
る
に
及
び
、
銀
貨
は
流
通
市
場
ょ
り
續
々
驅
逐 

さ
る
/
'に
至
れ
6
。

一
 

八
四
七
年
に
於
け
る
力
タ
フ
オ 

,
二
ャ
金
鑛
及
數
年
後
の
濠
洲
金
鑛
の
發
見
等
は
益

 々

此
勢
を
肋
6
せ
り
0

か
く
銀
貨
の
滅
返
せ
る
爲
め
、
市
場
は
小
額
貨
傲
の
. 

赕
乏
を
來
せ
し
か
ば

、

r

A五
三
年
の
補
助
貨
幣
法
は 

從
來
自
幽
鋳
造
を
許
せ
る

小
額
銀
貨
の
發
：行
を
廢
止
し 

且
其
摄
0
を
從
來
の
七
分
丈
け
削
減
せ
り
。
即
ち
小
頟 

補
助
銀
貨
は
之
を
定
位
貨
幣
ビ
な
す
^
共
に
、
五
卵
を 

限
り
法
貨V

J

し
て
强
制
通
用
力
を
有
せ
し
め
た
b
o j 

八
五一

一一

年
の

貨
幣
法
は
本
位
鈒
貨
に
就
て
は
何
等
改
正 

を
加
ふ
る
所
な
か
り
し
を
以
て
、1

6
:
1

の

比

價

を

以

.て

し

て

は

銀

' ®
は

依

然

流

通

市

場

R

.1
1
:ま

ら

ず

。

さ

れ 

ば

一

八

三
四

年

の

貨

幣

法

改

疋

以

*

、

合
衆
國
は
¥

實 

, ^
於

て

金

^

位

.带

を

*

待

し

た

ぅ

。

故
^

南
北
戰

淨

後 

1

A
七
三
年

に

於
け
る

貨

彼

法

に

依
り
餵

貨

の

鎢

造

廢
 

\

丘
さ

れ

し

も

、

當
時
の
金
龈
比
f
f
iを

以

て

は

何

人

も

鈒 

一
貨
鋳
造
を
請
求
す
る
考
次
く
.、
殆
ん
ど
三
十
餘
年
の
永 

一

§

市

場

に

銀

貨

の

集

影

を

認

め

ざ

る

程

な

6

し

か

ば

、 

鈒
貨
の
鎢
造
廢
北
はI

般
社
會
の

注

意

を

.喚

起

す

る

に
 

至

ら

ざ

b

き

。

然

る

に

.
一

八

七

W

年
以
後
に
茧
纟
て
鈒
需
給
の
形
勢 

1

變
し
、
合
衆
國
が
.貨
幣
法
を
創
設
せ
し
一
七
九
；
一
年 

ょ
6

1

八
七
三
年
に
至
る
八
十
餘
年
間
に
於
て
、
金
銀 

\

の
比
憤
は
槪
ね
S

:1

及
び
1

.?
1
の
問
に
在
6
て
其
®

,
格
の
..，&

©
極
.，め
て
C
.少
な
.り

し

に

、

.
一

八

ヒ

五

年

に

は 

1
6
.
6
2
:
1

 

!

八
八
◦
年

に

は

100
. 04

:
1

 

1
八
九
五
年
^
は

3
1
.
6
0
:
1
ど

な

り

、

銀
®
は
僅
 々

I

一
 
十
年
間
に
半
減
ず
る
の
■
落
を
來
せ
P

。
玆
に
於
て 

か
*
價
回
復
の
則
題
.は
餵
貨
自
由
鑄
造
の
復
活
ミ
關
»

婼

十

號

',1  

一
-

辦

十

ー

卷

(

一
H
六
一)

雜

錄

北

米

仓

衆

闷

の

姐

货

制

坡



辦
十
5

:

(

一
 

三
山
ハ
ニ)

錄
北
米
合
衆
國
の
通
，货
制
度

谘
十
號

し
て
朝
野
の
間
&
と
な
ぅ
、
.«!
會
の
多
數
は
#,
.貨
の
自 

由
修
造
に
依
つ
てj

方
に
低
落
せ
る
.銀
價
を
.囘
復
し
、
. 

iL
は
a
貨
を
豐
富
な
ら
し
め
て
物
•價
の
騰
貴
を
圖
る
ベ 

し
と
な
し
、
當
路
者
亦
多
數
國
民
の
意
嚮
を
®
ん
す
る 

を
以
て
政
治
上
利
益
な
6
と
し
、
®

双

の

大

勢.^
€

行
 

し
て
一
八
七
八
年
の
ブ
ー
フ
ン
ド
。
ァ
リ
ソ
ン
條
例
及
| 

八
九0

年
■の
シ
ャー

マ
ン
條
例
の
制
定
を
見
た
b
。
即 

ち
前
者
は
每
月
ニ
百
馮
乃
至
四
西
蔣
弗
の
餵
塊
を
買
入 

れ
、
之
を
以
て
贽
目
四
ム
子
五
グ
レ
ー
ン(

純
量
0
三 

七
一
こ
‘
五
}
の
本
位
龈
貨
を
|
|
造
す
る
も
の
に
し
て
後 

漭
の
シ
.
ャ

ー

マ
ン
條
例
は
铞
月
の
鈒
塊
買
入
高
を
觅
に 

爾
加
し
て1

简
月
四
亩
五
十
萬
ォ
.ン
ス
ミ
し
、
之
に
對 

し
大
藏
省
•紙
幣
を
發
行
し
、
買
入
れ
た
る
銀
塊
は
右
大 

藏
省
紙
幣
の
餹
却
に
必
要
な
る
場
合
ヽ
量
目
四
ー
一
五
*
五 

グ
レ
ー
ン
の
.本
位
_銀
貨
.5:
鋳
造
す
る
こvj 
y

せ
り
。

一
八
七
三
年
及
ー
八
九
〇
年
の
條
例
は
、
銀
の
自
_
 

鏺
造
を
誕
め
ざ
り
し
と
_
も
、
，
社
會
の
需
喪
を
無
視
し 

て
侮
月
：

1

定
额
以
上
の
銀
貨
を
*
通
市
場
に
供
給
す
る

こ
と
、
な
6
し
が
ば
、
之
が
爲
め
.一
八
七
三
年
以
來
こ 

八
九
ニ
年
迄
に
.
.五
®
'七
千
萵
®

の
通
貨(

龈
貨
、大
藏
省 

紙
幣
及
銀
證
券)

を
壻
加
し
、
且
實
際
は
市
場
に
於
て
は 

金
に
對
す
る
比
價3

一
. 

§
 二
な
る
銥
を
以
て
、
^
 二
の 

比
價
、を
有
す
る
本
位
銀
貨
を
鐵
造
し
た
る
5
、
て
、
勢 

ひ
金
は
流
通
市
場
外
に
驅
遂
：せ
ら
る
、
を
免
れ
ず
。
加 

ふ
る
に
一
八
九
一
年
乃
至
九
彐
年
に
於
て
は
べ
ー
リ
ン 

グ
恐
«
の
後
を
受
け
て
歐
洲
谷
國
は
英
國
を
始
め
ヾ
し
し 

て
佛
獨
等
何
れ
も
金
の
菩
攒
に
努
む
る
あ
6
て
、
金
の 

合
衆
國
ょ
b
流
出
せ
し
も
の
三
年
間
に
ニ
億
：四
千
馮
卯 

に
上
b
.、
大
藏
省
ば
金
兌
換
に
忙
は
し
く
金
準
備
の
* 

持
著
し
く
困
雛V

J

な
り
し
に
際
し
、
同

時

に一

八
九
一
一 

年
の
萬
國
貨
幣
會
議
の
結
梁
、
銀
.の

'®
幣

と

し

て

の

資
 

格
を
認
ら
れ
ず
、
.金
银
兩
本
位
制
の
實
行
愈
々
絕
盥
に 

歸
せ
し
か
ば
、
合
衆
國
に
於
て
も
飽
迄
銀
の
購
入
を
繼 

續
す
る
能
は
ず
、
遂
に

.

1.

八
九
三
年
十
一
月
の
法
#
を 

以
て
一
八
九
〇
年
の
シ
ャ
ー
マ
ン
條
例
を
廢
止
せ
り
。

ツ
ャ
ー

f

 

Z條
例
の
廢
棄
に
依
b
、
國
庫
は
K
に
齦

:

I

買
入
を
强
制
せ
ら
る
こ
ビ
止
み
左
ぅ
し
も
、
金
の
流
出 

著
し
く
爲
め
に
金
兌
換
の
請
求
は
依
然
S
し
て
衰
へ
ず 

國
庫
所
有
の
金
準
備
は
一
八
九
三
年
旣
に
從
來
の
慣
例 

を
破
ぅ
て一

億
撖
以
下
を
示
じ
、
九
四
年
に
は
逛
忆
激 

減
し
て
六
千
五
百
萵
卵
な
り
ノ
翌
九
五
年
に
は
遂
に 

五
千
海
典
の
小
額
に
陷
b
た
り
。
大
藏
省
は
a
育
鈒
行 

削
ょ
り
六
千
五
西
萬
沛
の
金
を
借
入
れ
、
M
に

「

八
九 

六
年
に
はj

億
弗
の
公
偾
を
發
行
し
て
國
庫
の
金
準
備
ゾ
 

充
實
に
努
め
左
り
し
か
ば
、

一

方
金
の
流
出
此
年
絕
え 

ざ
り
し
^
拘
は
ら
ず
、

一
八
九
六
苹
七
月
に
は
九
千
萬

\ 

那
の
金
邓
#
を
®
持
し
得
た
^S。

か
く
て
合
衆
國
政
府j 

の
信
用
を
圆
復
し
得
た
る
と
共
に
ノ
政
界
の
趨
勢
亦
ー
一 

變
し
、
同
年
に
於
.け
る
大
統
領
選
擧
に
は
金
本
位
制
度

\

 

を
是
t
す
る
.マ
ツ
キ
ン
レ

^
大̂
統
領
に
擧
げ
ら
る
、
乙 

マ

」

、
な
6
、
合
衆
國
本
位
制
度
の
爭
は
玆
に
一
段
落
を 

吿
•け
、
翌
一
八
九
七
年
に
は
ィ
ン
デ
ア
ナ
。ホ
タ
ス
に
全 

國
の
主
な
る
實
業
家
の
會
合
開
か
れ
、
金
本
位
制
度
採 

用
の
急
務
な
る
を
主
張
す
る
あ
う
て
、
.遂

に一

九
〇
〇

年|

二
月
の
金
本
位
條
例
の
制
定
を
見
る
に
至
れ
.

GS。

是 

れ
即
ち
現
行
の
貨
幣
制
度
な
b
.、

合
衆
國
貨
幣
法
の
沿
革
略
ぽ
叙
上
の
如
し
。
以
下
谷 

貨
幣
に
就
て
述
ぶ
べ
し
。

A

)

金

貨

1

九
〇

〇

年

の

金
本
位
條
例
R

於
て
は
、

j

八
三

七 

年

0
貨

幣

法

に

於

け

る

品
位
、®
目

を

其

儘

襲

用

し

て

、 

ロ
讲
位
^ /
5
量

目

一

一

五

。八
グ

レ

ー

ン

の

金

を

以

て

惯

格

の
 

單
位V

J

し
之

を

一

弗
ビ

す
ど

規

定

せ

.ぅ

。

但
し
^

衆

國
 

に

は
一
弗

金
貨
存
せ
ず
金
貨
ば
一
|十

、
十

、
五

ご

マ

五

の 

四
«

に

限

ら

れ

、

俗

に

十

弗

金

貨

を

ィ

ー

グ

ル

、

ニ

十

典
を
ダ
フA

 

*

ィ

ー

グ

ル

、

五

^

を
ハ
ー
フ
*

ィ—

グ
ル 

ニ
*

五
を
ク
ヲ
タ
I

*

ィ

ー

グy
 v

j

い
ふ
。
ニ
#
半
の
金 

貨
は
流
通
甚
だ
少
し
。
合
衆
國
に
於
て
は
次
項
に
述
ぶ 

る
如
く
、

一

弗
銀
貨
亦
本
位
貨
幣
と
し
て
强
制
通
用
力 

を
認
め
ら
る 
>

も
、
是
れ
單
に
金
單
本
位
制
に
移
る
過 

渡
期
^

於
て
見
る一

時
的
の
變
體
に
し
て
、
銀
貨
は
全 

然
_

造
を
廢
±

せ
ら
れ
あ
b

t

、
其
流
通
高
常
に 

一̂

第

十

號

.

:
 
ニ

三

纸

十

ー

卷

(

一
三
六
三)

雜

錄

牝

来

合

衆

§

瓶
貨
制
度



谘

十

一
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ニ
ー
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六
四)
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第十
號ニ
四

に
維
持
せ
ら
れ
、
合
衆
國
に
於
て
發
行
せ
ら
れ
及
鑄
造 

さ
る
、
各
•種
の
.紙
幣
の
價
格
は
、
總
て
金
貨
を
標
離
ぐ」 

し
て

之
と
平
價
を
睬

た
し
む
る
こ
^
、
な
，り
、
法
貨
の 

資
格
を
有
す
る
政
府
紙
幣
の
兌
換
亦
金
を
以
て
行
は
れ 

殊
に
對
外
決
濟
は
悉
く
金
を
標
準
と
し
て

行
は
る
、
も 

の
な
れ
ば
、
今
日
に
於
て
は
合
衆
國
の
貨
幣
制
度
は
理 

輪
上
ょ
り
言
.へ
ば
跛
行
本
位
制
に
外
な
ら
ざ
る
も
、
事 

實
金
單
本
位
制
の
國
ビ
稱
す
る
を
得
べ
し
。

1

九1

七
年
八
月
一
日
に
於
け
る
合
衆
國
の
金
貨
及 

金
塊
の
现
在
高
は
總
fi
ニ
、
〇
八
六
ヽ
一
一「
八
ヽ
〇
〇
〇
弗 

の
巨
額
を
箅
せ
る
が
、
其
中
金
貨V

J

し
て
發
行
せ
ら
れ 

あ
る
は
七
四
八
、
一
四
八
、
〇
0
〇
弗
に
し
て
、
其
他
は 

金
讃
券
と
し
て
發
行
せ
ら
れ
、
又
は
聯
邦
準
備
紙
幣
及 

政
府
紙
幣
の
準
備
と
し
て
大
藏
省
の
手
に
所
有
せ
ら
る 

B)

本
位
鈒
貨

今
日
合
衆
國
に
存
せ
る
本
位
銀
貨
は「

八
七
三
年
以 

後
二
十
四
年
間
に
涉
6
て
郇
は
れ
た
る
鈒
自
由
錄
造
問 

題
の
遺
物
に
し
て
、

一
八
七
八
及1

八
九
〇
年
の
條
例

に
基
き
て
、
大
藏
省
の
買
入
れ
た
る
銀
塊
を
以
て
鑄
造 

し
た
る
一
弗
銀
貨
に
.し
て
、
本
位
貨
幣
と
し
て
金
貨
と 

併
び
て
强
制
通
用
力
を
附
與
せ
ら
れ
ぁ
b
。
典
量
目
は 

1

七
九
ニ
年
に
定
め
/
a
:る
も
のV」

同
樣
に
し
て
品
位 

V 5
量
目
は
四
r
ブ
七
五
グ
レ
ー
ン
な
り
。
其
金
に
對
す 

j

る
比
價
は16:1(15.9

002
)

に
し
て
、
偸
敦
餵
塊
相
場 

の
五
九
片
毫
に
於
け
る
鈒
價
を
標
準
と
せ
る
も
の
な
れ 

ば
、

一

八
八
〇
年
以
後
酿
價
暴
落
の
結
果
ば
一
卵
銀
貨 

は
全
く
定
位
貨
幣
と
な
ぅ
、
實
價
は
名
目
價
袼
の
殆
ん 

ど
半
ば
に
迄
低
落
し
、
當
時
銀
塊
買
入
に
從
事
し
た
り 

し
合
衆
國
政
府
が
^
其
無
法
な
る
條
例
維
持
の
爲
め
"
著 

し
き
窮
境
に
陷
b
、
果
て
は
金
準
備
の
減
退
底
止
す
る 

所
を
知
ら
ざ
る
に
至
^

/
遂

に

1
八
九
三
年
銀
買
入
を 

廢
止
し
た
る
は
前
言
せ
る
'所
の
如
し
。

I
八
七
八
年
及
一
八九
◦
年
の
條
例
に
依
り
て
貝入 

れ
た
る
鈒
塊
を
以
て
鑄
造
せ
る一
卵
本
位
銀
貨
の
現
在 

高
は
五
六
八
ヽ
！

j

七
〇
"〇
〇
〇
弗
に
し
て
"

一九
〇
〇 

年
の
金
本
位
條
例
に
於
て
は
大
藏
省
紙
幣
の
鮒
却
を
條

件
と
し
て
沐
位
鈒
貨
の
鎢
造
を
1
め
ら
れ
あ
る
も
、

一
 

九
〇
四
年
以
來
鋳
造
を
見
ず
、
其
現
在
高
は
最
近
常
に 

右
五
億
六
千
八
：r
B萬
卵
に
一
定
せ
ら
れ
あ
レ
。
其
中
銀 

貨
と
し
て
發
行
さ
れ
あ
る
额
は
七
千
蒗
弗
內
外
に
し
て 

他

の一

部
は
大
藏
省
の
所
有
に
係
ぅ
、
大
部
分
は
鈒
證 

券
ど
し
て
發
行
せ
ら
れ
あ
ぅ
。
さ
れ
ば
本
位
龈
貨
の
大 

部
分
は
常
に
大
藏
省
に
粟
々
と
し
て
蓄
積
せ
ら
れ
あ
る 

譯
に
し
て
、
現
に
本
部
八
月
ー
！！1
に
於
て
其
額
四
億
七 

千

三

.W
餘
鸹
弗
を
算
せ
り
。
.固
ょ
り
是
等
の
本
位
銀
貨 

は
之
を
代
表
す
る
鈒
證
券
の
準
備
た
る
べ
き
も
の
な
る 

は
勿
論
な
る
も
、
此
は
單
に
名
義
に
止
士
气
事
實
銀 

證
券
は
其
背
後
に
本
位
餵
貨
の
存
す
る
ど
否
と
に
依
ぅ 

て
、
何
等
其
流
通
カ
に
影
響
を
，受
く
る
こ
マ」

な
し
。
蓋 

し
定
位
貨
幣
た
る
銀
貨
は
、
僅
に
對
內
的
に
名
目
價
格 

を
以
て
通
用
す
る
の
み
に
し
て
、
對
外
決
濟
上
何
等
の 

用
を
も
爲
3
す
、
而
し
て
對
內
的
に
限
ら
れ
た
る
流
通 

恶
具
と
し
て
は
、
政
府
の
信
用
の
存
す
る
以
上
同
額
の
，
 

鈒
货
準
■
を
必
要
と
す
る
の
理
曲
毫
も
な
け
れ
ば
な

都
十

I

卷
.

か

ぐ

今

日

合

衆

國

の

銀

：證

券

が

箏

實

に

於

て

其

«

_

.

の
準
備
•
た
ん
本
位
銀
貨
よ
り
獨
立
し
、
一
種
の
政
府
紙
幣 

と

し

て

、
'
政

府

の

信

用

を

基

礎

と

し

て

自

由

に

流

通

す
 

一
る
も
の
な
る
限

6

、
合
衆
國
大
藏
潘
に
蓄
積
せ
ら
れ
あ 

る
四
千
七

百
萬
弗
の
本
位
銀
貨
は
全
く
死
藏
に
等

し 

»
せ
ざ
る

を
得
ず
。
之
が
處
分
の
闕
題
は
當
然
起
る
ベ 

\

き
も
の
に
し
て
、
之
も
銀
塊
マ」

し
て
寶
却
す
る
は
容
易 

\

の
事
5

れ
€
、
か
く
て
讨
國
庫
は
多
大
の
損
害
を
蒙
ら 

一
ざ
る
ベ
か
ら
ホ

o

ま

は

シ

ー

ガ
I

敎

授(p
r
o
f
.

 

S
e
a
g
e
r

丨 

P
r
i
n
c
i
p
l
e
s

 

o
f

 E
c
s
o
m
i
c
s
.

 

p
p
.

 330
)

の
如
く
、合
衆
國
紙 

幣

を

以

て

銀

、
.證

券

を

囘

收

し
、同
時
に
鈒
塊
?:

賣

却

し

、

\

，其

れ

よ

6

得

た

る

金

を

以

て

合

衆

國

紙

幣

の

準

備

中

に
 

’

ふ

、へ

し

と

な

.せ

り

。

^

れ

^

も

か

く

の

如

く

し

て

^
 

•
用

紙

幣

た

る

合

衆

國

紙

幣

の

著

し

く

膨

服

す

る

は

、

同 

國

貨

幣

制

度

の

沿

革

上

よ

り

甚

だ

好

ま

し

か

ら

ざ

る

所
 

な

る

べ

く

、

シ

ー

ガ

ー

の

提

議

に

赞

す

る

渚

極

め

て

少
 

き

ザ

以

に

し

て

、
' 
本

位

薇

貨

は

今

H

K
至

る

. ^
依

然

と

第
ナ
號
：：

ニ

五

(
一

三
六
五)

雜

錄

北

米

合

衆

國

の

通

货

制

度



第

十

一

卷

(

: :
〒
：ハ
六)

雜

錄

.北
米
合
衆
®
の

通

货

制

度

. 

第
十
號

し
大
藏
省
の
®
中
に
堆
積
せ
ら
れ
あ
る
な
6
。

今
次
歐
洲
戰
亂
の
結
果
銀
價
述
ぅ
に
暴
騰
を
吿
げ
" 

最
近
の
電
報
は
偷
敦
銀
塊
相
場
四
八
片
半
に
達
せ
し
を 

傅
ふ
。
而
か
も
今
日
の
鈒
需
給
關
係
ょ
ぅ
推
し
て
>
鈒 

•價
は
尙
ほ
益
々
昂
騰
を
續
く
る
も
のV

J

見
ざ
る
ベ
か
ら 

中
。
果
し
て
か
く
の
如
く
鈒
價
騰
貴
し
て
、
五
ニ
片
ど
な 

b

M
に
五
三
片
を
.唱
.ふ
る
こ
と
、
な
ら
ん
か
、
合
衆
國 

の
從
來
常
に
間
題
ビ
な-

V

し
、
大
藏
省
に
死
藏
せ
る
巨 

額
の
銀
貨
及
鈒
塊
の
處
分
甚
だ
容
易
と
な
る
に
至
るV  

し
。
合
衆
國
政
府
が
ブ
ラ
ン
ド

。
ア
ヅ
ソ
ン
條
例
及
シ
ャ 

1

マ
ン
條
例
に
^
き
て
、
銀
塊
を
»
入
せ
しr
八
七
八 

.年
ょ
6
.
一
 

九
◦
ニ
年
に
至
る
間
に
於
け
る
龈
價
は
、
.最 

高
は
一
八
七
八
年
の
五
1

%
片
、最
低
は
一
九
〇

ニ
年 

_の
三
九
|
|片
に
し
て
艰
均
四
八
#
片
に
相
當
す
べ
し
。 

さ
れ
ば
合
衆
國
は
之
を
今
日
の
相
場
！
！八
|
泞
に
て
處 

分
す
る
も
、
大
な
る
损
失
を
蒙
む
る
こ
と
衣
く
、
況
ん 

や
五
〇
片
以
上
の
相
場
に
於
て
を
や
。
現
時
銀
の
供
給 

殆
ん
ど
涸
®
む
て
銀
®

の
奔
膨
著
し
く
、
各
國
共
R
其

«
喪
を
充
足
す
る
能
は
ざ
る
狀
態
に
在
る
際
之
に
侬
つ 

て
.四

億

ォ

ン

ス

(

世
界
銀
產
出
額
の
二
倍)

餘
の
新
規
の
. 

鈒
供J

S

を
な
し
得
る
を
得
ば
、
銀
價
の
突
飛
的
昂
騰
を 

抑
止
す
る
に
與
て
大
な
る
力
あ
る
べ
し
。
九
月
十
口
外 

電
の
報
ず
る
所
に
依
れ
ば
、
紐
育
の
大
銀
行
ナ

シ

ヨ
ナ 

ル
。
シ
チ
ー
銀
行
に
於
て
も
玆
に
着
眼
し
ヽ
大
藏
省
に
死 

藏
せ
る
鈒
貨
銀
塊
を
印
度
に
輸
出
し
以
\し
目
下
圆
滑
を 

缺
け
る
米
印
間
の
爲
替
調
節
を
圖
る
ベ
し
と
提
唱
せ
る 

が
如
し
。
合
衆
國
政
府
果
し
て
之
を
處
分
し
純
然
た
る 

金
本
位
制
度
ど
な
る
や
如
何
。

(

C)

補
助
鈒
貨 

本
年
八
月一

日
に
於
け
る
補
助
龈
貨
の
現
在
高
は
一 

九
九
、
四
七
〇
、
〇
〇
〇
煎
‘に
し
て
、
中
發
行
高
は
一
九 

四
、
九
七
五
、
〇
〇
〇
弗
な
り
。

一.九
〇
〇
年
の
貨
幣
法 

R
依
れ
は
、
合
衆
國
大
藏
卿
は
一
八
九
◦
年
の
條
例
に 

基
&
買
入
办
た
る
鈒
塊
を
以
て
、
社
會
の
需
要
の
殺
度 

に
應
じ
て
補
助
貨
を
鑄
造
す
る
^

^
^'
得
。
但
し
か
く 

の
如
く
し
て
鑄
造
さ
れ
た
る
補
肋
貨
の
额
は一

傭
卵
を

超
ゆ
べ
か
ら
ず
。
且
其
發
行V」

同
時
に
右
鈒
塊
の
買
入 

M
惯
に
相
常
す
る
大
藏
省
紙
幣
を
鮒
却
す
る
を
耍
す
。 

補
助
銀
貨
は
现
在
五
.〇
仙
、
ニ
五
仙
及
十
仙
の
三
®
に 

し
て
、
量21!

は
本
位
鈒
貨
ょ
6
七
分
輕
し
。
最
初
は
補 

助
飯
货
も
量
目
本
位
銀
貨VJ

同
一
の
割
^
を
保
ち
、
無 

制
限
流
通
を
認
め
ら
れ
あ

り

し

も
、
餵

價

騰

貴
の
爲
め 

鋳
潰
す
る
、
も
の
多
か
b
し
か
ば
、

「

八
五
三
年
前
記 

の
如
ぐ
量
目
を
輕
減
し
、
自
由
鎢
造
主
義
を
廢
し
且
五
. 

卵

を

限
り
法

貨

の

資

格

を

附
與
し

た

う
し
な
う
。
其

浚
 

i

八

七

九

年

法

貨

の

制

限

を

高

め

七

十

卵

と

な

し

次

て
 

现
時
に
及
べ
6
0

此
外
五
仙
の
白
銅
貨
及
.一

.
仙
銅
貨
あ
う
。

，
三

、

政

^

紙

幣
 

合
衆
國
に
以
て
政
府
の
責
任
を
以
て
發
行
す
る
紙
幣 

に
金
證
#

、銀
證
券
、
大
藏
省
紙
幣
、
合
衆
國
紙
幣
及
新 

, «

邦
準
備
紙
幣
の
五
«

あ

う

。

玆

に

等

し

，ぐ

政

府

紙

幣
 

と
獬
し
政
府
の
發
行
し
乂
は
發
行
せ
し
紙
幣
な
る
も
其 

內
容
は
全
然
異
な
れ
も
の
あ
ゑ
。右
の
中
金
證
券
、0

證

第
十V

卷

券

は

其

に

代

表

紙

幣

..(
R
e
p
r
e
s
e
n
t
a
t
i
v
e

 

p
a
p
e
r

 

m
o
n

丨 

o
y )

と

稱

せ

ら

る

べ

き

も

の

に

し

て

、

金

證

券

は

等

额

の

 

金

貨

及

金

塊

に

對

し

、

銀

證

券

ば

等

額

の

本

位

銀

貨

に

.
 

對

し

發

行

さ

る

>
も

の

に

し

て

、

其

流

通

額

は

金

及

銀

 

一

貨

の

現

在

高

を

超

ゆ

る

能

は

‘ず
、

通

貨

V
」

し

て

の

效

用

 

\

は

金

銀

貨

i
何

等

異

な

る

こ

V
J

な

く

、

唯

流

通

べ

依

^V  
\

貨

幣

の

磨

滅

す

る

を

防

ぎ

、

携

帶

に

便

な

る

位

に

し

て

、

一
近
世
の
通
貨
制
度
上

に

.於

け

る

紙

幣

の

妙用
は
、
此
種 

の

代
表
紙

幣

に

は

到

底

期

す

べ

か

ら

ざ

る

な

6

。

大

藏 

省
.紙

幣

及

合

衆

國

紙

.幣
は
ヽ
‘
共

に

元

來

は

政

府

が

财

政
 

の

都

合

上

發

行

し

た

る

不

換

紙

幣

な

る

が
、
今
日
に
於

. 

一

て

は

余

爲

^ ^
を

有

す

る

分

換

紙

幣

ビ

な

ぅ

、

大

藏

省

紙 

\

幣
は
漸
次
®
却
す

る

べ

き

も

の

に

し

て

今

日

流

*

高

も 

僅
に
ニ
千
莴

#

に

足

.
&ざ

る

少

觀

な

.る

も

、

合

衆

國

紙 

幣

は

發

行

高

の

制

限

額

三

億

四

千

六

百

萬

弗

迄

は

常

に
 

發

行

す

る

乙

^

を

得

べ
ぐ

、

今

日

に

於

て

は

政

货

直

邊

發

行

の

着

馨

S

し

T

、

翕

麗

S

重

要

I

い
へ

ば
、大
藏
潘
紙 

ニ

七

’

钥
分
を
成
せ

6
。通
常
政
府

紙

幣

と

(
一

三
六
七)

.

雜

錄

北

米

合

衆

國

の

撖

货

刨

度
 

、

第
卜
虎



第
十
.

I

卷

(
一

三
六
八)

挪

幣
及
合
衆
國
紙
幣
.の
ニ
猶
を
稭
す
。
聯
邦
準
備
紙
幣
は 

其
發
行
.の
.貴
任
大
藏
省
に
在
す
る
も
、
其
發
行
は
谷
準 

備
銀
行
を
介
し
て
行
は
る
、
も

の

に

し

.て
、
四
割
以
. 

上
の
金
準
備
を
有
し
、
商
業
手
形
を
引
當
て
R
發
行
せ 

ら
れ
.恰
も
银
.行
券
た
る
の
性
«
を
.侦

ふ

’
而
し
て
兹
に 

述
べ
た
る
五
種
の
政
府
紙
幣
の
中
法
貨
と
し
て
公
私
の 

支
拂
上
無
制
限
に
强
制
流
通
力
ぁ
る
は
合
衆
國
紙
幣
及 

大
藏
省
紙
幣
の
二
種
に
し
て
、
是
等
は
通
常
法
貨
紙
幣 

(Legal 

tender n
o
t
e
s
)

と
稱
せ
ら
る
。金
識
券
及
銀
證 

券
は
關
税
ヽ
粗
稅
、其
他
一
般
の
公
»
に
は
無
制
限
流
通 

カ
を
有
1>
、
且
合
法
貨
幣
の1

種V
J

し
て
、
國
立
餵
行 

及
鹅
備
銀
行
等
の
法
定
準
備
金
中
に
算
入
せ
ら
る
、
も 

{元
全
な
る
法
貨
に
非
ざ
る
を
以
て
、
民
間
の
取
引
に
於 

て
は
無
制
限
に
流
通
す
る
の
資
格
な
し
。
準
備
紙
幣
は 

後
•に
詳
說
せ
る
が
如
く
、» .
賞
膨
服
を
虡
れ
準
侦
叛
行
、 

其
組
合
銀
行
及
祖
•桃
、
關
税
其
他一

般
公
租
の
支
挪
に 

對
し
て
は
、
無
制
限
に
流
通
す
る
も
ヽ
個
人
間
の
取
引 

に
於
て
は
法
貨
た
る

の
資
格
を
認
め
ず
、
.
且
単
備
組
合

r
十

铅

1 

ー
メ 

.

，

.

銀
行
は
之
を
法
定
#

備

，金

：中

に

入

る

，
を
禁
せ
ら
な
。
' 

以
下
各
紙
幣
に
就
で
細
說
を
試
み
ん
。

(

A

)

金
證
券

.

.

.

.
金
證
券
ぐ」

は
0

0

 ̂Certificate

を

_

し

た

る

も

の

な
 

り
。G

o
l
d

 .certificate

は
金
.貨
及
金
塊
の
預
託
に
對
し 

て
發
行
3
る
、
預
6

®( R
e
c
e
i
p
t
)

に
外
な
ら
ず
し
て
、
 

恰
も
貨
物
.を
倉
庫
に
委
託
し
て
之
に
對
し
て
倉
庫
證
券 

の
i

行
さ

る

、

マ

し同
樣
の
も
の
な
り

。
故
に
Q

CB :

0
? 

tiflcate

は
金
券
又
は
金
證
券
'̂
譯
す
る
を
適
當V

J

す
ベ 

し
。
金
，證
券
の
發
行
は

一
八
六
三
年
三
，月
の
法
律
に
依
. 

b
て
始
め
て
定
め
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
額
面
は
ニ 

十
弗
の
一
種
に
限
ら
れ
關
桃
の
納
入
に
用
ゐ
ら
る
、べ
き 

も
の
と
さ
れ
じ
.が
、
其
實
際
に
發
行
を
見
た
る
は
一
八 

六
五
年
十

一
月
ょ
&
の
*

な
0
。

一
 

八
七
八
年
の
法
#
 

に
於
て
一
般
正
貨
支
拂
を
容
易
に
す
る
目
的
ょ
り
、
之 

か
.發
行
を
禁
止
せ
ら
れ
し
も
、
其

後一

八
八
.ニ
年
に
至 

り
て
大
藏
昝
所
有
の
全
現
在
高
が.一

億
弗
を
下
ら
ざ
る 

を
條
件
と
し
て
、
再
び
發
行
を
懿
め
、ら
る
、
こV」

A

な

錄
此
米
合
衆
锁
の

-
^
制̂
度
.：

1

8

8

I

!

れ
り
。
大
藏
省
保
有
の
金
準
備
が一

億
弗
以
下
ビ
な
，る 

に
於
て
は
、
金
證
券
の
發
行
を
禁
止
す
る
の
規
定
は
一
 

九
〇
〇
年
の
條
例
中
に
も
存
す
る
所
に
し
て
、
か
く
の 

如
き
場
合
は
社
會
に
见
貨
其
物
の
必
要
な
る
を
示
せ
る 

徵
候
な
れ
ば
、

一

方
に
金
の
兌
換
を
爲
し
他
方
に
金
證 

券
を
發
行
す
る
は
矛
盾
な
る
に
由
る
な
6
。

一
 

八
九
三 

年
以
後
金
.準
備
減
少
し
て
一
億
茆
以
下
を
示
せ
る
乙
と 

數
年
の
久
し
き
に
涉
6
し
か
ば
、
金
證
券
は
遂
に一

九 

〇
〇
年
迄
發
行
せ
ら
る
、
こ
と
な
か
り
し
が
、

一
九
〇 

〇
年
の
金
本
位
條
例
に
依
り
其
發
行
を
再
開
す
る
こ
と 

>

な

れ
り
。

一
九
〇
〇
年
の
條
例
ゅ
金
證
券
の
發
行
に
就
て
稍
 々

詳
細
な
規
定
を
設
对
た
即
ち
左
の
如
し
。

⑴
金
證
券
は
關
稅
、
.
祖
稅
興
他

I

般
公
の
偾
務
支
拂 

に
就
き

强
制
逾
用

力
を
有
す
る
こ
と
。

(2
)

國
庫
に
受
入
れ
た
る
金
證
券
は
再
發
行
5:
な
す
を 

得
る
こ
と
。

( ?
)

國
立
鈒
符
は
之
を
以
て
法
定
準
備
金
に
充
當
す
.る

を
得
るN

J
V
J。

£

大
藏
省
保
有
の
金
準
備
一
億
弗
を
下
る
時
は
發
行 

を
禁
止
す
る
こ
と
。

间
國
庫
の
一
般
基
金
に
於
て
合
衆
國
紙
幣
及
銀
證
# 

,

の
.總
微
六
千
萵
弗
以
上
を
有
す
る
に
至
ぅ
た
る
時 

は
大
藏
卿
は
任
意
之
が
發
行
を
停
止
す
る
を
得
る

こV
J

 

o

g

額
面
は
最
低
二
十
典
に
し
て
總
額
の
四
分
の
一
は 

五
十
弗
以
下
な
る
こ
ど
、
又

一

腐
!1
1

5

の

指

_

式

金
 

證
券
を
發
行
す
る
こ
ミ
を
得
る
こ
と(

金
證
券
の 

額
面
は
其
後一

九
◦
七
年
の
法
律
を
以
て
最
低
十 

■

弗

W

せ
ら
れ
た
b

)

金
鑛
券
は
關
擺
、
祖
稅
其
他一

般
の
公
の
偾
務
支
拂 

に
於
て
は
無
制
限
に
流
通
す
る
も
、
法
貨
の
資
格
を
認 

め
ら
れ
ざ
れ

ば

、

嗰
人
間
に
於
て
は
强
制
通
用
力
を
有 

せ
ず
。
但
し
國
立
銀
行
は
法
定
準
備
に
充
當
す
る
こ
と 

を
得
べ
く
、
m
備
銀
行
亦
其
發
行
紙
幣
及
預
金
に
對
す 

る
举
備
に
充
つ
る
を
妨
げ
ず
。
金
證
券
は
元
來
额
面
槪

飨

十

ー

卷

(
一

三
穴
九

)

雜錄北來合衆國の撖實制度

妨十颂

九



第

十
一
沿
2

三
七
〇)

雜
錄
北
来
介
衆
國
の
通
货
制
度

 

婼
十
號
一
ニ
〇

ね
大
狀
し
て
：多
く
銀
行
の
傘
備
と
し
て
用
ゐ
ら
れ
し
も 

の

な

る

が

、
、

：

今
次
の
職
爭
後
金
の
合
衆
國
に
流
入
し
來 

る
も
の
E
額
に
達
し
、
挺
つ
て
金
■
券
の
發
行
高
：も
著 

し
く
增
加
を
吿
げ
、

I

九
一
五
年j

月
一
日
現
在
は
# 

に
九
'®
一
千
海
®
な
り
し
も
の
、

i

九
一
六
年1

月
一 

H
に
は
十
二
億
八
千
鸹
典
と
な
り
、
本
年
一
月 

一GI

に 

は
十
六
億
六
千
莴
弗
、
M
に
本
年
八
月j 

H
に
は
十
七 

億
三
千
离
に
增
加
し
、
之
に
準
備
紙
幣
の
準
備
と
し
て 

國
庫
に
预
託
.せ
ら
れ
あ
る
四
億
一
千
萬
茆
を
加
ふ
る
時 

は
、
實
に
ニ
十1

®
®

の
多
き
に
達
し
、
今
日
に
於
て 

は
銀
行
の
取
臺
を
超
え
て
自
由
に
授
受
せ
ら
る
、
.を 

'見
つ
、
あb

v
j

い
ふ
。
之
が
爲
め
金
貨
濫
用
の
嫌
あ
6
 

ビ
し
て
、
鈒
行
家
の
間
に
は
金
證
券
の
額
面
を
現
在
の 

最
低
十
^

ょ
り
五
十
典
にH

F

上
ぐ
ベ
し
ビ
唱
ふ
る
者
生 

せ
i

此

•は

準

備

紙

幣

を

以

て

金

證

券

に

代
ら
し
む
べ 

しV
J

す
る
當
局
者
の
意
見
ビ
相
策
應
す
る
も
の
に
し
て 

金
證
券
の
將
來
に
關
す
る
根
本
の
間
題
ざ
關
聯
す
れ
ば 

最
後
に
說
く
听
ぁ
る
べ
し
。

I

B)

銀

露

' 

■

.
銀

證

券

は

金

：證

券

と

同

樣

代

表

‘
紙

幣

の

一

種

に

し

て
 

本
位
銀
貨
の
預
記
に
對
し
て

發
行
S
る

、

も
の
な 

.
傲
證
券
の
發
行
は1

八
七
八
年
の
ブ
ラ
ン
ド
。

ア

リ

ソ

 

ン
‘條

例

に

依

つ

て

認

め

ら

れ

た
る
も
の
に
し
て
、

最
初 

は
额
面
十
茆
以
上
な
り
し
が
一
八
八
六
年
の
、法
律
に
依 

ぅ
て
一
弗
、
ニ
弗
及
五
弗
を
も
發
行
す
る
を
得
る
に
至 

i

M
に

一

九

〇

〇

年

の

'金

本

位

條

例

に

於

て

は

額

而
 

を
十
弗
以
下M

し
、總
额
の
一
割
以
內
を
限
6 
二
十
弗
、
 

五
十
弗
、
西
典
ど
な
す
こ

^

を
# '
る

こ

と

、
な

6

以
て 

今
日
に
及
べ
り
。
錁
證
券
は
金
證
券VJ

同
欉
.關
税
、
祖 

栊
其
他
一
般
公
の
債
務
支
拂
上
通
用
力

を

有
し
、
.，Ji
/K
ロ 

法
貨
幣

V
J

し

て

國

立

龈

行
及
準
備
銀
行
の
準
備
金
に
充 

當

せ

ら

る
、
乙
マJ

を
得

る

も

、

法
貨V

J

し
て
の
資

格

を
 

認
め
ら
れ
ざ
る
を
以
て
民
間
取
引
に
於
て
强
制
通
用
力 

を
有
せ
す
。
鈒
證
券
は
要
求
次
第
本
位
飯
貨
と
it
換
せ 

ら

る
>

は
勿
論
、
習
惯
上
金
貨
ど
の
兌
換
も
行
は
る
> 

を
以
て
、

一
方
に
其
發
行
額
が
本
位
銀
貨
の
现
在
高
Q

1

定
せ
る
に
由
ぅ
て
制
限
せ
ら
れ
あ
る
を
以
て
能
く
金 

貨
ど
平
價
を
維
持
せ
ぅ
。

(

C ) 

一

八
九
◦
年
大
藏
省
紙
幣

1

八
九
〇
年
の
大
藏
潘
紙
幣
は
同
年
の
シ
ャ
ー
マ
ン 

條
例
實
施
の
結
粜
生
れ
出
で
た
る
も
の
に
し
て
、

j
R 

シ
ャ
!

マ
ン
紙
幣(

g
Jr
s

s N
o
t
e
)

又
は
錄
貨
紙
幣 

(coin N
o
t
e
)

と
獬
せ
ら
る
。
詳
言
す
れ
ば
合
衆
國
政
府 

は

1

八
九
〇
の
條
例
に
基
き
、
當
時
の
市
價
を
以
て
每 

月
餵
塊
四
百
五
十
萬
ォ
ン
ス
を
^
入
れ
し
が
、
之
S

 

し
て
發
行
し
た
る
大
猶
省
紙
幣
の
傲
却
し
盡
さ
れ
ず
し 

て
今
日
に
-殘
れ
る
も
の
な
5

0 

|

八
九
〇
年
の
條
例
に 

依
れ
ば
、
大
藏
省
紙
幣
は
法
貨
S
し
て
無
制
限
流
通
力| 

を
有
し
、
金
貨
又
は
銀
貨
を
以
て
銷
却
せ
ら
る
。
今
日 

に
於
て
も
依
然
法
貨
の
資
格
を
有
し
、
次
項
に
述
ぶ
る 

合
衆
_
紙
锻
と
共
に
法
貨
紙
幣(

1
^
3
1 teuder 

notes) 

と
稱
せ
ら
る
。

大
藏
省
紙
幣
の
發
行
高
はj,

五
五
、
九

三j

、
〇
〇
，一
 

弗
に
達
せ
し
も
、
其
後
漸
次
に
銷
却
せ
ら
れ
、

一
九
〇

第

十

ー

潘

a

三
七一

)

雜

錄

〇
年
R-
.は
七
千
五
百
离
典
を
殘
す
に
過
ぎ
ざ
6
し
が
、

.
 

同
年
の
金
本
位
條
例
に
於
て
も
之
が
銷
却
の
規
定
を
設 

け
、

一
八
七
八
年
及1

八
九
〇
年
の
條
例
に
依
ぅ
購
入 

し
た
る
鈒
塊
を
以
て
S

本
位
銀
貨
の
♦鋳
造
を
な
し
た
る

 

時
は
、
同
额
又
は
鈒
塊
買
入
原
價
に
相
當
す
る
大
藏
省 

紙
幣
銪
却
を
爲
す
べ
き
こv

j

、

せ

ら

れ

、il
國
庫
ば
其 

收
入
に
受
入
る
、
に

從
つ
て
銷
却
し
來
&
し
を
以
て
、
 

今
ぼ
に
於
て
は
僅
々
ニ
否
萬
卵
內
外
の
流
通
を
觅
る
‘の 

み
と
な
れ
る
有
樣
な
れ
ば
、
此
秫
紙
幣
が
合
衆
國
通
貨 

中
ょ
6
消
失
す
る
遠
き
に

非
ざ
る

べ

し
。

(

D)

合
衆
國
紙
幣 

合
衆
國
紙
幣
は
一
に
緣
背
紙
幣
0

ョ
3

cr
g
^
v

note) 

ビ
稱
せ
ら
れ
、

一

八
六
ニ
年
南
北
戰
爭
の
際
政
府
が
戰 

费
を
調
達
す
る
.

1

手
段
^
し
て
發
行
し
た
る
所
に
し
て 

.發
行
制
限
額
は
最
•初
は.一

億
五
千
萬
#
な
ぅ
し
が
、
is 

に1

ー
囘
の
.櫥
脹
に
f

遂
に
四
億
五
千
^
^
ど
さ
れ
た 

f

合
衆
國
紙
幣
は
法
貨
の
資
格
を
認
め
6
れ
し
も
、 

通
貨
膨
‘脹
及
國
旗
金
貨
の
.涸
渴
の
處
を
防
ぐ
爲
め
、
關

第
十
號
；

一

二
..

一

牝
米
合
衆
_
の
撖
货
制
庇
：



铬

十

一

怨

(

ニ11

七
二
：>

雜
錄
北
米
合
衆
國
の
通
货
制
度

稅
及
國
偾
利
子
の
支
挪
に
は
强
制
通
用
力
を
認
め
ら
れ 

ざ
り
し
が
、

一

八
七
八
年
金
兌
換
の
途
確
立
し
金
紙
平 

價
を
維
持
す
る
に
及
ん
で
、
總
て
の
公
私
支
挪
上
法
貨 

の
資
格
を
認
め
ら
れ
以
て
今
日
に
.及
ぶ
。

.

合
衆
國
紙
幣
は
發
行
の
目
的
全
く
緊
急
臨
時
の
收
入 

を
得
る
に
存
し
、
戰
後
政
府
財
政
の
整
理
？
共
に
漸
次 

囘
收
す
べ
き
も
の
に
し
て
、
殊
に
紙
幣
金
と
の
間
に

\

 

は
著
し
き
價
格
の
開
き
を
招
き
、
甚
し
き
時
は
七
割
に

\

 

も
達
せ
し
程
に
て
、
爲
め
に
政
府
財
政
上
の
損
害
は
固 

ょ
b
商
業
社
會
の
蒙
む
れ
る
影
響
甚
だ
大
な
る
も
の
あ 

り
き
。r

o

れ
ば
健
全
次
る
通
貨
を
合
衆
國
に
供
給
せ
ん 

V」

欲
す
る
溝
は
何
人
も
不
換
紙
幣
た
る
合
衆
®
紙

幣

の| 

撤
却
を
念
務
な
り
ビ
せ
り
。
然

る

に一

般
社
會
殊
に
中| 

西
部
の
農
槳
地
方
に
於
て
は
、
通
貨
即
ち
資
本
な
り
と
. 

の
觀
念
を
懷
き
、
通
貨
の
供
給
澗
滞
な
れ
ば
以
て
未
開 

の
富
源
を
開
拓
し
、
經
濟
界
の
繁
榮
を
期
し
得
べ
し
と
_ 

な
し
、
此
見
地
ょ
り
合
衆
國
紙
幣
.の
銷
却
に
S
カ
反
對 

を
表
せ
し
か
ば
、
極
端
な
る
民
主
主
義
の
合
衆
國
の
こ

第
十
號 

一二 
ニ
'

V
J

>

て
、
當
局
者
亦
自
己
の
信
念
.を
飜
し
て
社
會
多
數 

の
要
求
に
副
は
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
に
里
り
、
議
會
亦
綠 

背
黨(

G
r
e
e
n

 b
a
c
k

 

p
a
r
t
y
)

割
據
し
て
、通
貨
膨
脹
主
義 

の
下
に
運
動
を
繼
癥
し
た
6
。，

さ
れ
ば
南
北
戰
淨
後
の
一
八
六
六
年
の
法
#
は
、
公 

債
を
發
行
し
て
合
衆
國
紙
幣
の
銷
却
を
な
す
の
方
針
を 

定
め
、一

八
六
五
年
の
三
九
〇
、
一
九
五
ヽ
七
八
五
弗
ょ
&

一
八
六
七
年
の
三
億
五
千
六
百
萬
卵
に
迄
減
少
す
る
を 

得
た
り
し
に
、
翌
：r

八
六
八
年
に
は
議
會
は
紙
幣
の
鉗 

却
を
廢
止
す
る
の
法
律
を
通
過
し
、
加
之
當
時
.の
大
藏 

卿

はr

度
囘
收
名
れ
た
る
紙
幣
の
苒
發
行
を
な
し
、
爲 

め
に
發
行
高
は
漸
次
增
加
し
て
三
億
八
千
餘
萬
卵
を
示 

す
に
至
ぅ
し
が
、

1

八
七
四
年
の
法
律
は
合
衆
國
紙
赂 

の
最
高
發
行
額
を
三
億
八
千
ニ
百
萬
卵
と
定
め
、
益
 々

通
貨
膨
脹
の
勢
を
導
き
出
せ
ぅ
。
か
く
の
如
き
有
様
な 

り
し
か
ば
一
八
七
五
年
の
法

#
は
、
合
衆
國
紙
幣
の

® 

却
及
一
八
七
九
年
以
後
は
金
貨V
J

兌
換
せ
ら
る
べ
き
こ 

と
を
規
定
し
た
6
し
も
、

j

A七
八
年
に
至
り
て
愈
々

金
貨
兌
換
を
開
始
す
る
に
及
び
、
紙
#

の
銪
却
は
之
を 

廢
止
し
發
行
高
を
當
時
の
現
在
高
三
四
六
ヽ
六
八
一
、
〇 

1

六
弗
に
止
め
、回
收
さ
れ
た
る
紙
幣
は
再
發
行
を
爲 

す
こ
と
を
得
るC

V
J

 

>
し
、
合
衆
國
紙
幣
の
銷
却
は
玆 

に

全

棄
せ
ら
れ
、
永
久
通
貨
し
て
存
在
す
る
乙 

と

、
な
れ
6
。
尤
も
一
八
七
九
年
迄
は
不
衡
の
政
府
紙 

幣
に
し
て
、
從
つ
て
弊
害
の
体
ふ
を
免
れ
ざ
ぅ
し
も
、
 

同
年
以
後
犬
a
省
は
之
R
對
し
て
相
當
の
金
準
備
を
維 

持
し
、
兌
換
に
應
ず
る
こ
ビ
、
な
り
兌
換
の
政
府
紙
幣 

た
る
に
至
6
し
か
ば
、
從
來
著
し
か
り
し
金
紙
の
關
き 

は

殆

ん

ど

絕

，
無

V
J

な
れ
^

 ̂

-

一
九
〇
〇
年
の
金
本
位
條
例
は
合
衆
國
紙
幣
の
金
貨 

兌
換
及
再
發
行
の
乙V

J

を
規
定
し
、
且
之
に
對
し
て
保 

有
す
べ
き
國
瘅
の
金
準
備
に
關
す
る
規
.定

を

設

け

、た 

ぅ
。
合
衆
國
紙
幣
の
發
行
高
は
大
藏
省
の
保
有
に
係
る 

も
の
を
も
合
せ
て
常
に
前
記
三
億
四
千
六
百
餘
萬
弗
に 

1

定
せ
ら
れ
?

o
紙
幣
の
額
面
は
最
初
は
十
弗
以
下 

の
小
額
の
も
の
存
せ
し
.も
、

1

九
〇
0
年
の
條
例
に
於

て
之
を
十
弗
以
上
と
定
め
十
弗
以
下
の
も
の
は
囘
收
さ 

る

、
に
從
つ
て
十
卵
以
上
の
も
のVJ
交
換
す
べ
く
、
同 

時
攸
銀
證
券
の
十
弗
以
上
を
囘
收
し
て
十
弗
以
下
ヾ
し
交 

換
發
行
す
る
こ
と
を
定
め
"
以
て
銀
貨
及
龈
瞪
券
は
成 

可
く
日
常
の
流
通
貨
幣(pocket 

m
o
n
e
y
)

に
充
て
し
む 

る
、ヒ
共
に
、
合
衆
國
紙
幣
は
之
を
銀
行
の
準
備
金
及
交 

換
決
濟
資
金
等
に
用
ゐ
し
め
ん
^
す
る
の
方
針
を
執
り 

た
り
。
其
後
小
额
紙
幣
0
需
要
增
加
の
爲
め
、

j

九
〇 

.
七

年

，
の

法

律

を

以

て

必

要

の

場

合

j

弗
、
ニ
邡
、
五
卵 

|

の
.も
の
を
發
ft
-
す
る
^
得
る
こ
と
、
定
め
ら
れ
现
に
本 

.

年
ニ
月
以
來
此
規
定
の
下
に
一
弗
及
ニ
卵
の
分
衆
國
紙 

幣
の
發
行
を
見
つ
、
あ
b
。

\

最
後
に
政
府
紙
幣
發
行
準
備
に
就
て一

言
す
べ
し
。 

合
衆
國
紙
幣
は
一
八
七
九
年
ょ
り
、
又

|

八
九
◦
年
+ 

.藏
省
紙
幣
は
當
初
ょ
6
金
潰
兌
換
を
行
ひ
た
ぅ
し
が
、 

之
に
對
す
る
.金
準
備
は
法
雜
上
何
等
规
定
せ
す
"
唯f: 

慣
上
一
億
弗
：の
：金
を
國
庫
に
保
有
す
る
の
方
針
を
執
6 

左
る
と
、J

八

八

ニ

年

の

法
#
.に

於

て»

»
の
八#.
^

備

第

十

锶,
.'
':
,111

三

第
十

1

卷

_
C

1

三
七
三

)

雜

、錄
北
来
合
衆
國
の
逋
貨
制
度
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第
十

一

卷

バ

ー

H

. 4
;

®

雜
錄
物
傾
の
暴
騰
と
調
節
に
就
て

1
億
邦
を
下
る
時
は
、
余
.，證

券

を

發

行

す

る

こ

V
J

を
得 

ず
と
の
間
接
的
規
定
あ
る
に
止
ま
り
し
が
.、

一

九
〇
〇 

年
の
金
本
位
條
例
に
於
て
は
ヽ
雨
種
政
府
紙
幣
兌
換
の 

爲

め一

億
五
千
萬
卵
の
金
準
備
を
保
持
す
べ
き
乙
ミ
、 

f

r

苦
し
右
金
準
備
に
し
て一

億
五
千
萬
®
を
下
る 

に
於
て
は
、£

國
庫
の
一
.般
基
金
中
の
金
貨
ビ
の
兌
換 

に
侬
&
、
囘
收
さ
れ
た
る
紙
幣
と
引
換
べ
、
⑶
國
庫
若 

く
は
支
金
庫
に
於
て
金
貨
の
预
託
を
受
け
、
之
に
對
し 

で
紙
幣
を
交
付
す
る
か
、
又
はg

囘
收
さ
れ
た
る
紙
幣 

を
以
て
金
貨
、
金
塊
の
買
入
を
爲
す
か
の
方
法
を
以
て 

準
備
の
囘
復
を
_
せ
ざ
る
ベ
か
ら
す
。
若
し
右
の
方
法 

に
依
る
も
尙
ほ
所
期
の
目
的
を
達
す
る
能
は
ざ
る
時
又 

は
金
準
備
の一

億
®
を
下
れ
る
場
合
に
は
、
政
府
は
三 

分
利
以
內
の
公
僙
を
發
行
し
其
手
取
金
を
以
て
金
準
備 

の
充
實
を
圖
る
こ
と
を
要
すV」

せ
ら
れ
、
以
て
政
府
紙 

幣
に
對
す
る
兌
換
の
途
を
確
立
し
た
う
。

、
’

(

E)

聯

邦

準

備

紙

幣

'

第
.十
雛

1
1
T

四

此
は
新
龈
行
制
度
の
主
要
部
分
を
な
し
、
且
將
來
の 

合
衆

®
通
貨
制
度
を
支
配
す
る

の
職
務
を
有
す
べ
き

も 

の
な
れ
ば
、
第
五
に
於
て
別
に
一
節
を
設
け
て
說
く
所 

あ
る
べ
し
。(

次
號
完
結)

僧
の
暴
騰
ミ
其
調
節 

就
て(

下)

高
城
仙
次
郞

.

0

物
價
は
人
爲
的
紀
調
節
し
得
る
や 

物
價
は
貨
物
の
*
用
^
供
給
€
の
關
係
に
依
り
て
定 

ま
る
も
の
で
あ
つ
て
、
需
用
が
多
く
供
給
が
少
け
れ
ば 

騰
貴
し
、
需
用
が
少
く
供
給
が
多
け
れ
ば
下
落
す
る
の 

で
^
る
か
ら
、
物
價
は
人
爲
的
に
左
右
す
る
こ
^
不
可 

能
で
あ
る
ミ
信
じ
て
居
る
*
が
少
く
な
い
樣
で
あ
る
。 

3
れ
ば
ヽ
吾
人
が
以
下
本
篇
に
於
て
物
價
調
節
の
可
否 

を
論
ず
る
に
當
り
て
先
づ
最
初
に
物
價
が
人
爲
的
に
調 

lr
し
得
る
も
の
で
あ
る
か
否
や
を
_
览
せ
ね
ば
な
ら
ぬ 

蓋
し
若
し
物
價
が
人
爲
的
に
左
右
す
る
Z

ヾ

」

能
は
ざ
る 

も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
其
の
當
否
を
論
ず
る
は
徒
勞
S 

云
は
な
け
れ
ば
な
.ら
ぬ
か
ら
で
，あ
る
。

3
れ
ど
此
附
迦
の
解
決
を
試
み
る
に
當
ぅ
て
特
に
吾 

人
の
注
意
を
要
す
る
點
は
物
惯
調
節
に
廣
狹
ー
一
樣
の
意 

義
の
存
し
て
居
る
こ
ビ
で
あ
る
。
狹
義
の
物
價
調
節VJ 

は
或
る
ー
.ー
一
若
し
く
は
四
五
の
#
種
貨
物
の
市
價
を
人 

爲
的
に
左
右
す
るM

ど
を
云
ふ
の
で
あ
つ
て
、
大
隈
內 

間
が
大
疋
四
年
に
就
み
た
る
米
穀
調
節
又
は
寺
內
々
國 

が

最

近

實

施

せ

る

米

穀

類

及

其

他

六

'®
の

貨

物

の市
價

 

調
節
は
即
ち
其
一
例
に
外
な
ら
な
い
。
次
に
廣
_

の
物 

價
調
節V」

は
物
價
平
準
の
調
節
、
換
言
す
れ
ば
、

一
般 

物
價
の
調
節
の
謂
で
あ
る
。
此
廣
狹
ニ
義
の
物
價
調
節 

は
決
し
て
同一

の
も
の
で
な
.く
？
兩
者
は
常
に
個
々
別 

々
に
#*
究
す
可
き
も
の
で
あ
る
^V

J

を
忠
却
し
て
は
な 

ら
な
い
。
盖
し
狹
義
の
物
價
調
節
に
在
6
て
ば
、
大
隈 

內
照
の
米
價
調
節
に
於
け
る
が
如
ぐ
、

j

種
又
は
數
種 

の
貨
物
の
市
憤
を
人
爲
的
に
騰
落
せ
し
む
る
こ
ど
を
主 

服
ビ
し
、
他
の
貨
物
の
栩
場
が
夫
れ
が
爲
め
に
蒙
る

可 

&
影
響
に
就
き
て
は
何
等
顧
腐
す
る
所
な
き
を
常
マj

す 

る
も
の
な
る
が
、，
廣
義
の
物
價
調
節
忆
在
^
,て
は
物
®

年

: ^

即
ち|

般
物
價
を
人
^

的
.に
左
«

す

る

，こ

と

を
 

以
て
其
目
的V

J

し
、
特
種
貨
物
の
市
憤
の
高
低
に
就
き 

て
は
特
に
注
意
を
拂
ふ

こ

V
J

が
な
い
か

ら

で

あ

る

。

故 

K

吾
人
は
先
づ
個
々
の
物
價
は
果
し
て
人
爲
的
に
左
右 

一

し
得
る
も

の

な

る

や
否
か
を
硏
究
し
、
次
に
一
般
物
憤 

の
調
節
に
論
及
し
度
い
ビ
思
ふ
。

或

る

特

秫

：の

貨
物
例

へ

ば

、

米
毂
の
市

價
が
假
ぅ

に 

下
落
せ
b
と

せ

ば

、

そ

は

勿
論
其
：l
lf
n用
が
減
少
せ
る
か 

或

は

供

給

が

#

加
せ
る
爲
め
で
あ
る
が
故

R

、

若

し

人
 

爲
的

に

米

價

を

引

上

げ

んV
J

欲

せ

ば

、

米

榖

の

需

用

を
 

增
進
せ

し

む

る

か

、

或

は

其

供

給

を

收

縮

せ

し

む

れ

ば
 

.目

的

を

達

し

得

る

，の

で

あ

る

。

米

毂

の

需

用

ミ

供

給

と
 

\

は

自

然

的

現

象

で

あ
つ
て
、
其
自
然
的

原

因

に

侬
办

て 

定

ま

る

米

價

も

亦

自

然

的

现

象

で

あ

る

が

故

に

、

之

を 

人
爲
的

に

左
右
せ
ん

ビ

R
み

る

.は

徒

#
で
あ
る
ビ
論
ず 

る

者
が
少
く
な

い

が
、
此
種
：の
論
者
は
需

用

と

供

給

ミ 

•
云
ふ
左

艺

激

費

と

生

產

せ

を

泥

同

し

て

居

る

樣
R
思

は 

‘れ
る

。

根
本
的
又

は

永
久
的
見
地
ょ
り
論
ず
れ
ば
、
米

笫
十
锁
..
'

1 

一

，

:,

第

十

一

翁

(

一
三
七
五)

雜

錄

—

物
怊
の
！

f

臌
と
調
節
に
就
て


